
ウォルターは、4歳の子どもを 1人ずつ静かな部屋に案内します。机の上にはマシュマロが置いてあり、 
子どもに「私は少しの間、部屋を出ます。このお菓子は今すぐ食べてもいいけれど、 
もし私が戻ってくるまで我慢できたら、もう一皿あげます」と説明し、部屋を出ました。 
参加した 186人の子どもたちの反応は様々で、すぐにマシュマロを食べる子もいれば、 
我慢しようと歌を歌ったり、マシュマロを見ないよう部屋の隅に行ったりというものでした。 

結果、約１/３の子どもが二倍のマシュマロを手に入れました。 
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（ンナこたぁねぇ！）と認められない認知の歪み、つまり、反対の意見を言われたことでより頑なになり、岩になったワタクシの脳のことデス。 

 

 

卵２コ・飾り用の桜花塩漬け(B と分けておく)
(A) グラニュー糖 50㌘・牛乳 200㎖・桜葉の塩漬け(適量) 
(B) グラニュー糖 20㌘・水 50㎖・桜花の塩漬け(適量) 
(C) コーンスターチ 小匙半分・水 小匙半分→混ぜ合わせておく 

 
その後、22 歳になった子どもたちの追跡調査で、我慢した子どもたちと食べて
しまった子どもたちの学業成績に大きな差があることがわかりました。 

また、我慢したグループの人たちは 45歳時点で収入面が平均より高い
水準にあると示されたのです。このことから、セルフコントロール能力とは
プランニング能力であることが明らかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
幸運の象徴といわれる、四つ葉のク
ローバー。では、世界ギネス記録は
何枚葉のクローバーかな？ 
① 56 枚 ② 63 枚 ③ 71 枚  

 

顔面麻痺(病的共同運動)の治療がまもなく終わりを告げます。毎週毎週、脳神経内科やら漢方薬科やら針灸科 
表情作ったらウインクしっぱなしで、口元はヒョットコお面のように歪んでしまうのだよ。Dr.方は「ぜんぜん分かんないよ」って言うんだけど、まあね、医学的見地ってヤツだとそうね、私がDr.でもそう言うね。だけど、表情があってこその人間、簡単に言うんじゃねぇ。 

そ
し
て
、
こ
ん
な
ア
タ
シ
の
不
貞
腐
れ
た
状
態
を
《
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
効
果
》
と
い
い
ま
す
。
セ
ン
セ
イ
様
の
仰
る
こ
と
が
「
自
分
に
と
っ
て
正
し
く
な
い
」
で
脳
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、 

雑学問の扉 
～マシュマロ実験～ 
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  桜の花エキスは老化を防ぎ、イライラや不安を和らげる効果があるよ   

ﾖｯﾃﾗｯｻｲ ﾐﾃﾗｯｻｲ 

ﾔｽｲ！ 
ｵｲｼｿｳ！ 

偽客(サクラ)の由来は、 
江戸時代の歌舞伎役者が 

自分の人気を上げるため、 
自分の屋号や名前を 

芝居の最中に呼ばせる目的で 
雇った人たちが始まりです。 

 
明治時代に入ると「バナナのたたき売り」などの露天商が仕込むバイト、 

「賑やかし」の人たちを偽客と書いてサクラと読む隠語が、一般にも広まりました。 
 

 

ではなぜ、偽客をサクラと読むようになったのか・・・。 
諸説ありますが、お花見シーズンの花見客のように桜の木の近くで騒ぐ 
様子(お花見)を例えたという説が有力です。 
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昭和の時代にはまだよく見かけていたこの風景も、 
平成になると露天商人の減少と共に偽客(サクラ)の居場所は 
ネットの中へと移っていきました。 

政治家などの Xや YouTubeなどに賞賛の書き込みを 
組織的にすることを「ネット版サクラ」というそうです。 

マシュマロ実験は、1960 年代後半から                1970 年代前半にかけて「満足
遅延耐性」という仮説を証明するための             実験として実施されました。  

この概念は、子どもが自分の欲求をどれくらい我慢し、満足をどれくらい先延ばしできるかという
能力を示すもので、その我慢強さと将来の成功について、スタンフォード大学の心理学者ウォ 

ルター・ミシェル(Walter Mischel)が調査しました。 
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